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（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ロ
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
覚
せ
い
剤
」
を「
覚
醒
剤
」

に
改
め
る
。

（
警
備
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

（
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

第
三
条
第
八
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
を
第
八
号

と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
た
だ
し
書
中
「
第
八
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

心
身
の
故
障
に
よ
り
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
号
及
び
第
七
号
」
を
「
第
七
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
次
の
各
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加

え
る
。

一

第
三
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

二

心
身
の
故
障
に
よ
り
運
転
代
行
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
も
の

第
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
を
「
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
六
号
及
び
第
七
号
」
を
「
第
七
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
五
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
号
中
「
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
」
を
削
り
、「
受
け
」
を
「
受
け
て
」
に
改
め
、
同

条
第
六
号
イ
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、同
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、

第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

心
身
の
故
障
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

（
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

第
三
条
第
六
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
中
第
五
号
を
第
六
号

と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

心
身
の
故
障
に
よ
り
探
偵
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

第
三
節

個
人
情
報
保
護
委
員
会
関
係

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
の
六
第
一
号
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
り
、
同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、

第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

心
身
の
故
障
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
提
案
に
係
る
行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
を
そ
の
用
に
供
し
て
行
う
事

業
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

（
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
の
六
第
一
号
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
り
、
同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、

第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

心
身
の
故
障
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
提
案
に
係
る
独
立
行
政
法
人
等
非
識
別
加
工
情
報
を
そ
の
用
に
供
し
て

行
う
事
業
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

第
四
節

金
融
庁
関
係

（
無
尽
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

無
尽
業
法
（
昭
和
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
の
た
め
紛
争
解
決
等
業
務
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
者

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
ロ
中
「
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の
」
を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
の
た
め
紛
争
解
決
等
業
務
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
者

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
ロ
中
「
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の
」
を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て

復
権
を
得
な
い
者
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

（
金
融
商
品
取
引
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
に
よ
り
金
融
商
品
取
引
業
に
係
る
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内
閣
府

令
で
定
め
る
者
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